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1. 研究背景 

 我々の研究グループでは光検出を用いたバ

イオセンサーの研究を行っている[1,2]。高い

Signal/Noise 比、電気的 Noise が少ない反面 Si

は、温度変化に弱いという欠点がある。そこで

差動 Si リング光共振器センサーを利用するこ

とで温度依存性を減少させる試みを行ってい

る。本研究室での先行研究では差動型センサー

に通常の Si リング光共振器を用いていたが、

本研究では検出感度向上も見込める、スロット

型リング光共振器を利用しようと考えている。

そこで差動型の温度依存性を検証する前段階

としてスロット型リング光共振器の温度特性

を調べるためにサンプルの作製、評価を行った。 

2．実験方法. 結果 

 サンプルは SOI 基板を用いて、電子ビームリ

ソグラフィ、ドライエッチングによって作製し

た。作製したサンプルを用いて温度特性を測定

し、共振波長の変化量を確認、シミュレーショ

ンとの比較を行った。図 2に実測結果を規格化

したもの、またそこから共振波長を算出し、シ

ミュレーションとの比較を行った結果を示す。 

3．考察、まとめ 

 実測結果より共振波長は約 0.1nm/℃変化す

ることが分かった。温度によって変化する Si

の屈折率を考慮し、シミュレーション（RSoft

を使用）を行った結果、実測結果とほぼ一致す

る結果が得られた。温度変化によってリング共

振器の周長も変化し、これが共振波長の変化量

にも影響を及ぼすと考えられるがこれを考慮

せずに行ったシミュレーション結果と実測結

果がほぼ一致した。今後温度変化による周長の

変化量についても考察を行う。 
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(a)スロット型     (b)断面図  
 

 

 

 

 

      

 

(c)SEM 画像 

 図 1. Si リング光共振器センサー 
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(b)                     (c) 

図 2. スロット型リング光共振器温度特性 

    (a)実測波形(b)温度変化に対する共振波長

変化(c)シミュレーションと実測値の差 
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